
北留萌消防 幌延支署に新消防車配備
1０,０００リットル水槽、全自動LED照明装置搭載

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
の
更
新
事
業

と
し
て
新
し
い
水
槽
車
が
２
月
17
日
、
北
留

萌
消
防
組
合
消
防
署
幌
延
支
署
に
配
備
さ
れ
、

入
魂
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
槽
車
は
、
主
に
水
の
確
保
が
難
し
い
状

況
で
の
火
災
現
場
で
活
躍
し
ま
す
。
小
型
動

力
ポ
ン
プ
と
１
０
，
０
０
０
㍑
の
水
槽
を
積

ん
で
お
り
、
震
災
な
ど
大
規
模
災
害
時
に
有

効
な
水
源
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
更
新
事
業
は
、
昭
和
61
年
製
の
消

防
自
動
車
か
ら
の
更
新
で
、
全
自
動
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
装
置
を
搭
載
し
て
お
り
、
夜
間
の
消
防

活
動
に
十
分
対
応
で
き
ま
す
。
照
明
装
置
の

動
作
（
起
立
・
上
下
・
収
納
・
旋
回
角
度
・

点
灯
・
消
灯
）
は
、
す
べ
て
手
元
の
リ
モ
コ

ン
で
操
作
で
き
ま
す
。

　

全
国
各
所
で
発
生
す
る
自
然
災
害
を
目
の

当
た
り
に
し
、そ
れ
ら
の
災
害
発
生
時
に
「
消

火
・
救
助
活
動
な
ど
」
を
「
安
全
・
確
実
・

迅
速
」
に
行
い
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
消
防
車
両
や
装
備
を
計
画
的

に
更
新
し
、
消
防
力
の
充
実
強
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
幌
延
町
の
消
防

力
強
化
を
図
り
、
消
防
団
と
連
携
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

●
仕
様

・
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
ブ
型
消
防
専
用
シ
ャ
シ

・
フ
ル
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

・
定
員
３
名

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
搭
載
（
Ｂ-

２
級
）

・
最
大
積
載
量 

１
０
，
０
０
０
㍑

・
全
自
動
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
装
置

想定される河川氾濫　その対応は？
町内会役員や消防、町職員が災害図上訓練に参加

　

町
は
市
町
村
防
災
力
強
化

出
前
研
修
と
し
て
２
月
４
日
、

一
般
財
団
法
人
消
防
防
災
科

学
セ
ン
タ
ー
職
員
を
講
師
に

招
き
、
台
風
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
を
想
定
し
た
「
災
害
図

上
訓
練
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
町
内
会
の
役
員
や
消
防

署
員
の
ほ
か
、町
長
、副
町
長
、

町
職
員
26
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
ま
ず
過
去

に
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
り
、

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
そ
う
な

危
険
個
所
を
確
認
。
町
内
を

流
れ
る
河
川
が
大
雨
で
氾
濫

し
た
と
仮
定
し
、
安
全
に
逃

げ
ら
れ
る
避
難
経
路
を
地
図

に
書
き
込
み
ま
し
た
。
そ
の

後
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地

域
で
準
備
で
き
る
こ
と
や
対

策
し
て
お
く
と
良
い
こ
と
に

つ
い
て
講
師
の
指
摘
を
交
え
、

話
し
合
い
ま
し
た
。

幌延、問寒別両地区の地図を広げ、危険箇
所や避難経路を書き込む参加者
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